
令和５年度 ９月補正予算 
参考資料 

トータルコストの表記について
   トータルコストは、事業ごとに事業費と人件費を一体としたコストを表します。あ
 くまで、費用対効果を判断するための参考表記ですので、職員定数と厳密には一致し
 ていません。 
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令和５年度一般会計補正予算説明資料 
11 款 災害復旧費 
 ２項 土木施設災害復旧費                   技術企画課（内線：７３６８） 

１目 建設災害復旧費 （単位：千円）

事 業 名      補正前 補 正 計 
財 源 内 訳

備考 
国庫支出金 起債 その他 一般財源

建設災害復旧費 
[災害公共事業] 

3,955,837 17,100,000 21,055,837 11,405,700

<284,700>

5,694,000 300

県費負担

346,700（新）公共土木施
設災害激甚化対応
復旧特別枠 
[災害公共事業] 

0 3,700,000 3,700,000 2,467,900

<61,600>

1,232,000 100

トータルコスト 3,957,397 20,810,136 24,767,533
（補正に係る主な業務内容） 
国庫補助金業務（申請、報告、収入事務等）、災
害査定、現地確認、設計、工事及び委託契約・監
督、支払事務、関係機関との調整

従事する職員数 6.8人 1.3人 8.1人

事業内容の説明     

１ 事業の目的・概要 
  令和５年台風第７号により被災した道路・河川等の公共土木施設を速やかに復旧し、施設の機
能回復を図る。 

２ 主な事業内容 
（１）建設災害復旧費 
＜被害状況＞河川311件、砂防73件、道路106件、港湾4件 計494件（９月８日時点） 
・主な被災箇所：国道４８２号（鳥取市用瀬町別府～佐治町栃原）道路崩落・土砂流出 

           県道麻生国府線（八頭町福地）道路崩落 
           県道河内槇原線（鳥取市河内）道路崩落 
         佐治川ダム（鳥取市佐治町尾際）流木・土砂堆積 
         天神川（三朝町久原）護岸崩落 

＜参考＞ 
８月補正：台風第７号による公共土木施設の応急工事 1,500,000千円 

（２）公共土木施設災害激甚化対応復旧特別枠 
  異常気象等により激甚化している近年の災害に伴う被害状況を踏まえ、台風第７号や今後発
生する災害により被害を受ける公共土木施設の早期復旧等を図るための枠予算を設定する。 

３ 事業目標・取組状況・改善点 

災害復旧事業は、河川堤防が決壊した場合や、道路の崩壊により孤立集落が発生した場合等、

緊急時には災害査定を待たずに工事着手し、早期復旧及び機能回復を図っている。 

（注）起債欄の< >書きは交付税措置額を除いた額である。 
    県費負担額は、起債欄の< >書きの金額に一般財源の金額を加算した額である。

国道４８２号（鳥取市用瀬町別府）
道路崩落・土砂流出

県道麻生国府線（八頭町福地） 
道路崩落
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令和５年度一般会計補正予算説明資料 
８款 土木費 
 ３項 河川海岸費                          河川課（内線：７３８６） 

１目 河川総務費   （単位：千円）

事 業 名      補正前 補 正 計 
財 源 内 訳

備考 
国庫支出金 起債 その他 一般財源

樹木伐採・河道掘削等
緊急対策事業  
［単県公共事業］ 

522,700 200,000 722,700
<60,000>
200,000

県費負担

60,000

トータルコスト 526,599 200,780 727,379 （補正に係る主な業務内容） 
設計積算、入札・契約の締結、現場監督 従事する職員数 0.4人 0.1人 0.5人

事業内容の説明     

１ 事業の目的・概要 

令和５年台風第７号での出水により堆積した河川内の土砂を除去し、今後の出水に備え河川の

流下能力確保を図る。 

２ 主な事業内容 

樹木伐採・河道掘削  私都川（八頭町福地、山上～大坪、上峰寺ほか 計８か所） 

＜緊急浚渫推進事業債充当（充当率100％ 交付税措置率70％）＞ 

３ 事業目標・取組状況・改善点 

樹木伐採及び河道掘削については、防災・減災、国土強靱化のための５か年加速化対策予算（

交付金）及び緊急浚渫推進事業債（県単独事業）を活用しながら計画的に実施しており、出水後

は点検を行い要対策箇所の見直しなどを実施している。 

≪参考：私都川（八頭町福地）土砂堆積状況（右岸側）≫ 

（注）起債欄の< >書きは交付税措置額を除いた額である。 

    県費負担額は、起債欄の< >書きの金額に一般財源の金額を加算した額である。

堆積土砂の撤去 
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令和５年度一般会計補正予算説明資料 
11 款 災害復旧費 
 １項 農林水産施設災害復旧費                 治山砂防課（内線：７８２１） 

４目 治山施設等災害関連事業費 （単位：千円）

事 業 名      補正前 補 正 計 
財 源 内 訳

備考 
国庫支出金 起債 その他 一般財源

治山施設等災害関連
事業費 
[災害公共事業] 

300,000 530,000 830,000 345,333
<67,840>
155,000 29,667

県費負担

97,507

トータルコスト 312,475 530,780 843,255 （補正に係る主な業務内容） 
計画説明、補償交渉、設計・積算業務、 
監督業務、国庫補助金業務 従事する職員数 1.6人 0.1人 1.7人

事業内容の説明     

１ 事業の目的・概要 
  令和５年台風第７号の豪雨により新たに発生し、または拡大した荒廃山地等において、次期降
雨等による拡大崩壊や土砂の流出により、人家等へ被害を与える恐れがあるものについて、当該
災害発生年に緊急的に復旧整備を図るもの。 

２ 主な事業内容 
 台風第７号の豪雨により新たに土石流等が発生したため、災害関連緊急治山事業により、被災
箇所の早期復旧を図る。 

・北村地区（鳥取市河原町北村） 
・姫路地区（八頭郡八頭町姫路） 
・落岩地区（八頭郡八頭町落岩） 

＜公共事業等債充当（充当率90％ 交付税措置率50％）＞ 

北村地区          姫路地区        落岩地区 

３ 事業目標・取組状況・改善点 
災害等により、公共の利害に密接な関係があり、県民の生命財産を保全する上で放置できない

箇所において、当該災害発生年度に緊急に復旧整備を実施している。 

（注）起債欄の< >書きは交付税措置額を除いた額である。 

    県費負担額は、起債欄の< >書きの金額に一般財源の金額を加算した額である。
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令和５年度一般会計補正予算説明資料 
11 款 災害復旧費 
 ２項 土木施設災害復旧費                  治山砂防課（内線：７８２１） 

１目 建設災害復旧費     （単位：千円）

事 業 名      補正前 補 正 計 
財 源 内 訳

備考 
国庫支出金 起債 その他 一般財源

災害関連緊急砂防事
業 
[災害公共事業] 

200,000 180,000 380,000 106,667
<21,060>
48,000 25,333

県費負担

46,393

トータルコスト 245,593 180,780 426,373 （補正に係る主な業務内容） 
計画説明、補償交渉、設計・積算業務、 
監督業務、国庫補助金業務 従事する職員数 6.1人 0.1人 6.2人

事業内容の説明     

１ 事業の目的・概要 
  令和５年台風第７号の豪雨により発生した土石流に伴い渓流内に残存する不安定土砂への対
策として砂防設備を整備する。 

２ 主な事業内容 
・福地谷川（八頭郡八頭町福地） 
＜公共事業等債充当（充当率90％ 交付税措置率50％）＞ 

＜被災状況＞ 

３ 事業目標・取組状況・改善点 
災害等により、公共の利害に密接な関係があり、県民の生命財産を保全する上で放置できない

箇所において、当該災害発生年度に緊急に復旧整備を実施している。 

（注）起債欄の< >書きは交付税措置額を除いた額である。 

    県費負担額は、起債欄の< >書きの金額に一般財源の金額を加算した額である。
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令和５年度一般会計補正予算説明資料 
８款 土木費 
 ３項 河川海岸費                      治山砂防課（内線：７８２１） 

１目 河川総務費   （単位：千円）

事 業 名      補正前 補 正 計 
財 源 内 訳

備考 
国庫支出金 起債 その他 一般財源

砂防維持修繕費 
[単県公共事業] 

365,000 100,000 465,000
<30,000>
100,000

県費負担

30,000

トータルコスト 383,591 100,780 484,371 （補正に係る主な業務内容） 
計画説明、設計・積算業務、監督業務 従事する職員数 2.7人 0.1人 2.8人

事業内容の説明     

１ 事業の目的・概要 
  令和５年台風第７号により満砂状態となった堰堤堆砂敷の土砂を撤去する。 

２ 主な事業内容 
  ・赤井谷川（鳥取市河原町北村） 
  ・北谷川（鳥取市佐治町尾際） 
  ・野町川（八頭郡八頭町野町） 

＜緊急浚渫推進事業債充当（充当率100％ 交付税措置率70％）＞ 

         赤井谷川                  北谷川 

          野町川 

３ 事業目標・取組状況・改善点 
応急復旧などの緊急対応を迅速に行い、災害を助長させない維持管理を推進する。 

（注）起債欄の< >書きは交付税措置額を除いた額である。 

    県費負担額は、起債欄の< >書きの金額に一般財源の金額を加算した額である。
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令和５年度一般会計補正予算説明資料 
８款 土木費 
 ３項 河川海岸費                      治山砂防課（内線：７８２１） 
３目 砂防費   （単位：千円）

事 業 名      補正前 補 正 計 
財 源 内 訳

備考 
国庫支出金 起債 その他 一般財源

単県小規模急傾斜地
崩壊対策事業 
［単県公共事業］ 

108,350 10,000 118,350
<3,000>
10,000

県費負担

5,500
急傾斜地崩壊対策事
業における個人負担
低減補助事業及び利
子補給事業 

13,959 2,500 16,459 2,500

トータルコスト 126,209 14,060 140,269 （補正に係る主な業務内容） 
交付決定、進捗管理、関係機関との調整 従事する職員数 0.5人 0.2人 0.7人

事業内容の説明     

１ 事業の目的・概要 

  ７月１３日の大雨等により被災し、国庫補助事業及び単県急傾斜地崩壊対策事業の対象となら

ない斜面崩壊箇所について、降雨等による崩壊を防止するため、対策を実施する市町村へ事業補

助を行うための経費である。 

２ 主な事業内容

（１）単県小規模急傾斜地崩壊対策事業 

・市町が事業主体として実施する急傾斜地崩壊対策工事（保全人家１戸以上５戸未満）に対し、

県が事業補助を行う。（補助率：受益者負担金を除いた事業費の１／２） 

＜緊急自然災害防止対策事業債充当 （充当率１００％ 交付税措置率７０％）＞ 

 （２）急傾斜地崩壊対策事業における個人負担低減補助事業及び利子補給事業 

・市町が個人負担額を低減した額に対し、県が補助を行う（補助率１／２） 

＜被災状況＞鳥取市青谷町青谷(夏泊）※現在、崩れた斜面はブルーシートで保護している。

３ 事業目標・取組状況・改善点 

  国庫補助事業及び単県事業の対象とならない急傾斜地において、市町が実施する対策事業を促

進し、小集落の人家等の保全、県民生活の安定に寄与する重要な事業となっている。 

（注）起債欄の< >書きは交付税措置額を除いた額である。 

    県費負担額は、起債欄の< >書きの金額に一般財源の金額を加算した額である。
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令和５年度一般会計補正予算説明資料

11 款 災害復旧費

２項 土木施設災害復旧費                    自然共生課（内線：７２００）

１目 建設災害復旧費                            （単位：千円） 

事 業 名 補正前 補 正 計 
財  源  内  訳 

備考
国庫支出金 起債 その他 一般財源 

（新）自然公園災害

復旧事業 
0 75,000 75,000 0 

<38,250> 

75,000 
0 0 

県費負担

38,250

トータルコスト 0 76,559 76,559 
（補正に係る主な業務内容） 

委託業務発注、工事発注 

従事する職員数 0 人 0.2 人 0.2 人 

事業内容の説明

１ 事業の目的・概要 
 令和５年８月の台風第７号により被災した自然公園施設の復旧を行う。 

２ 主な事業内容                             （単位：千円） 
区 分 内 容 予算額 

中国自然歩道（雨滝） 
［鳥取市国府町］ 

○測量設計   10,000 千円 
○災害復旧工事 40,000 千円 
・仮設工 
・橋梁復旧、擁壁復旧、土砂・岩石撤去 
・休憩舎（東屋）復旧 ほか 

50,000

中国自然歩道（鷲峰山） 
［鳥取市鹿野町］ 

○測量設計   10,000 千円 
○災害復旧工事 15,000 千円 
・支障木・倒木処理 
・橋梁復旧、登山道付替え ほか 

25,000

合 計 75,000

３ 事業目標・取組状況・改善点 
   復旧対象の自然公園施設は、利用者が本県の優れた自然に触れることができる施設であり、ま

た、地域の観光資源にアクセスする重要な役割を担っており、安全で快適な自然公園等の利用を
確保するために、被災箇所の早期復旧を図る。 

（注）起債欄の上段＜ ＞書きは交付税措置を除いた額である。 
   備考欄の県費負担は起債欄の＜ ＞書きの金額と一般財源の金額を加算したものである。 

中国自然歩道（雨滝）

被災前 被災後

中国自然歩道（鷲峰山） 

木橋損壊 歩道流失 
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令和５年度企業会計補正予算説明資料

款 電気事業費、資本的支出 

 項 営業費用、建設改良費                                          工務課（内線７４４８） 

目 水力発電費、設備費                                                        （単位：千円） 

事業名 補正前 補 正 計 
財   源   内   訳

備考
国庫支出金 起債 その他 一般財源

【継続費】電気事

業会計（発電施設

被害復旧費） 

1

0

1,024,782

継続費 

  900,000 

323,400

継続費 

 900,000 
●10

1,348,182

継続費 

 572,000
●10

228,800

継続費 

328,000 
●10

94,600

主な業務内容 台風第７号による発電施設の被害復旧 

補正内容の説明 

１  事業の目的・概要 
令和５年台風第７号の出水により被害が確認された水力発電施設の早期復旧を図る。

２  主な事業内容 

（１）佐治発電所被害復旧（８８０，０００千円）【継続費 Ｒ５～Ｒ８】

・水車発電機細密分解点検、各種機器装置更新 一式 

・土木施設復旧 一式 

・発電所浸水対策 一式 

（２）中津ダム流木撤去（２０，０００千円）【継続費 Ｒ５～Ｒ６】 

処理量 １５０ｍ3 程度（想定）

＜佐治発電所の概要＞ 

  ・運転開始 昭和５８年４月（現在４０年経過） 

・設置場所 鳥取市佐治町河本（佐治川に近接して設置、地下式） 

  ・最大出力 ５，０００ｋＷ 

＜佐治発電所の被害状況＞ 

  ・最下階（地下５階）の天井近くまで浸水。 

  ・他の階は浸水していないが、地表部からの流入により各種装置は泥水をかぶった状態。 

＜中津ダムの概要＞ 

  ・運用開始 昭和３２年１０月 ・設置場所 東伯郡三朝町中津 ・ダム種類 利水ダム（発電用） 

＜中津ダムの流木状況＞ 

・ダム湖面に広範囲で流木がみられる。 

＜ダム下流部＞            ＜ダム上流部＞ 

＜屋外カメラ映像：８月１５日 １６時＞ ＜地下５階への階段：８月１７日 １６時＞

水車 

発電機 

＜発電所断面図＞ 
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令和５年度一般会計補正予算説明資料 
11 款 災害復旧費 
 ２項 土木施設災害復旧費                   技術企画課（内線：７３６８） 

１目 建設災害復旧費 （単位：千円）

事 業 名      補正前 補 正 計 
財 源 内 訳

備考 
国庫支出金 起債 その他 一般財源

建設災害復旧費 
[災害公共事業] 

3,955,837 17,100,000 21,055,837 11,405,700

<284,700>

5,694,000 300

県費負担

346,700（新）公共土木施
設災害激甚化対応
復旧特別枠 
[災害公共事業] 

0 3,700,000 3,700,000 2,467,900

<61,600>

1,232,000 100

トータルコスト 3,957,397 20,810,136 24,767,533
（補正に係る主な業務内容） 
国庫補助金業務（申請、報告、収入事務等）、災
害査定、現地確認、設計、工事及び委託契約・監
督、支払事務、関係機関との調整

従事する職員数 6.8人 1.3人 8.1人

事業内容の説明     

１ 事業の目的・概要 
  令和５年台風第７号により被災した道路・河川等の公共土木施設を速やかに復旧し、施設の機
能回復を図る。 

２ 主な事業内容 
（１）建設災害復旧費 
＜被害状況＞河川311件、砂防73件、道路106件、港湾4件 計494件（９月８日時点） 
・主な被災箇所：国道４８２号（鳥取市用瀬町別府～佐治町栃原）道路崩落・土砂流出 

           県道麻生国府線（八頭町福地）道路崩落 
           県道河内槇原線（鳥取市河内）道路崩落 
         佐治川ダム（鳥取市佐治町尾際）流木・土砂堆積 
         天神川（三朝町久原）護岸崩落 

＜参考＞ 
８月補正：台風第７号による公共土木施設の応急工事 1,500,000千円 

（２）公共土木施設災害激甚化対応復旧特別枠 
  異常気象等により激甚化している近年の災害に伴う被害状況を踏まえ、台風第７号や今後発
生する災害により被害を受ける公共土木施設の早期復旧等を図るための枠予算を設定する。 

３ 事業目標・取組状況・改善点 

災害復旧事業は、河川堤防が決壊した場合や、道路の崩壊により孤立集落が発生した場合等、

緊急時には災害査定を待たずに工事着手し、早期復旧及び機能回復を図っている。 

（注）起債欄の< >書きは交付税措置額を除いた額である。 
    県費負担額は、起債欄の< >書きの金額に一般財源の金額を加算した額である。

国道４８２号（鳥取市用瀬町別府）
道路崩落・土砂流出

県道麻生国府線（八頭町福地） 
道路崩落
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令和５年度 一般会計補正予算説明資料 
２款 総務費 
 ６項 防災費                       危機管理政策課（内線：７５８４） 

１目 防災総務費  （単位：千円）

事 業 名      補正前 補 正 計 
財 源 内 訳

備考 
国庫支出金 起債 その他 一般財源

(新)災害激甚化防
災機能向上専門家
調査事業 

0 30,000 30,000 30,000

トータルコスト 0 33,899 33,899
（補正に係る主な業務内容） 
調査研究に係る調整、委託等 

従事する職員数 0.0人 0.5人 0.5人

事業内容の説明     

１ 事業の目的・概要 
  令和５年台風第７号など、地球温暖化による気候変動に伴い激甚化している近年の災害を踏
まえ、災害に強い地域づくりに向けた対応方策について調査・研究を行う「災害激甚化を踏まえ
た防災機能向上調査会」を設置し、県・市町村等関係機関の防災対策に活かしていく。 

２ 災害激甚化防災機能向上専門家調査事業 
県・市町村職員主体で調査を開始している「防災対策研究会」と連携しながら、外部の専門家

に今後の防災機能向上に向けた調査研究・提言を行っていただく。 

（調査内容） 
・激甚化した災害被害（佐治川、国道４８２号沿いで広範囲かつ複数箇所で生じた一連の被害
等）を踏まえ、今後の防災機能向上に向けた調査研究を行う。 

（調査期間等） 
・今年度内に調査を行い、早期に得られた知見は当初予算に反映するなど、今後の防災機能向
上に資するものとする。 

 （予算額） 
   ３０，０００千円 
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令和５年度一般会計補正予算説明資料 

４款 衛生費 

 ４項 医薬費                            医療政策課（内線：７１７２）

２目 医務費                                  （単位：千円）

事 業 名 補正前 補正 計
財 源 内 訳

備考
国庫支出金 起債 その他 一般財源 

（新）緊急浸水対策

支援事業（医療機

関）

0 2,860 2,860 2,860

トータルコスト 0 3,640 3,640 （補正に係る主な業務内容）

補助金交付業務従事する職員数 0.0人 0.1人 0.1人

事業内容の説明 

１ 事業の目的、概要 

    ７月の大雨による内水氾濫や、８月の台風７号による河川氾濫等による被害を踏まえ、今後の浸水害に備える

ため、医療機関が緊急に行う浸水対策を支援し、広く県内医療機関の防災機能の充実強化を図る。 

２ 主な事業内容 

    緊急浸水対策として、病院又は有床診療所が実施する対策（止水板の整備等）に要する経費の一部を支援する。

（１）補助対象施設  病院又は有床診療所 

（２）補助対象経費  浸水対策に要する経費（止水板の整備等） 

（３）補 助 率  1/3（医療機関2/3、県1/3） 

（４）補助上限額  143千円 

３ 事業目標・取組状況・改善点 

・先般の大雨災害による被害を踏まえ、医療機関が緊急に行う浸水対策を支援し、広く県内医療機関の防災機能

の充実強化を図る。

・７月下旬、県内の医療機関を対象に、各施設の浸水対策について緊急点検の実施を要請した。

・点検の結果、河川の浸水想定区域内に立地する28病院中、25病院で浸水対策を実施済みであり、残り３病院は

今後（年度内）実施予定であることが判明した。

・対策が急がれる当該３病院に加え、浸水想定区域外の医療機関でも、対策を急ぎたいとの要望がある。
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